
別記様式第１号             「現場の創意工夫プロジェクト」計画書 

 

《プロジェクト名 新規需要米利用・生産拡大プロジェクト》 
市町村 米沢市 対象地域 米沢地域 分野 土地利用型作物（水稲） 

実施主体名 
米沢地域水田 

利活用組合 
代表者氏名 遠藤信市 

住所又は主たる事務所の所在

地・連絡先 
米沢市関2710 

実施主体構成 任意団体（５名） 
 

産出額（増加額） １５，６７５千円（１５，６７５千円） 
プロジェクト 

目標（５年後） 
独自の目標項目 ①年産100㌧の飼料用米を生産、全量を置賜地域内に供給。 

②30名の生産者を、需給調整の協力者に。 

各年次目標 現  状 １年目（Ｈ２２） ２年目（Ｈ２３） ３年目（Ｈ２４） ４年目（Ｈ２５） 最終年（Ｈ２６） 

産出額     0 千円   3,915千円    9,112千円   10,800千円   13,500千円   15,675千円  

独自の 

目標項目 

① ０ha、０ｔ 

② ０ha、１人 

① ５ha、35ｔ 

② 7.6ha、10人 

① 7.5ha、52.5ｔ 

② 15ha、15人 

① 10ha、70ｔ 

② 20ha、20人 

① 12.5ha、87.5ｔ 

② 25ha、25人 

① 15ha、100ｔ 

② 30ha、30人 

◎実施方針 生産者が田に米を作る喜びと所得を取り戻し、農村の活性化と食糧自給率の向上を実現する。 

○産出額の増大 飼料への加工、加工用米販売で、転作田からの産出額を増大 

○雇用の創出 加工・運送・事務の新規雇用（雇用見込み 480人日） 

○創意工夫 集団化によるスケールメリットと、効率の良い保管・流通による低コスト化の実現 

○実現性 初年度予定の倍量近い問い合わせがあり、処理量の完売は確実 

○地域への波及効果 自己保全・調整水田を解消し、農家所得を上げることで、後継者の育成を図る 

プロジェクト 

概要 

 

○その他 米の需給調整への協力を働きかけ、地域内での感情的な溝を修復する 

 実施年度（平成22年度） 実施年度（平成  年度） 事
業
計
画 事業内容 保管・加工施設、フレコンスケール、粉砕機 

 

  

 


